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1.  平成23年7月期第1四半期の連結業績（平成22年8月1日～平成22年10月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年7月期第1四半期 809 7.2 △55 ― △53 ― △23 ―

22年7月期第1四半期 755 △5.9 △86 ― △86 ― △82 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年7月期第1四半期 △216.81 ―

22年7月期第1四半期 △824.71 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年7月期第1四半期 8,049 4,053 47.2 35,798.18
22年7月期 7,707 4,169 50.7 36,569.23

（参考） 自己資本   23年7月期第1四半期  3,801百万円 22年7月期  3,905百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年7月期 ― 700.00 ― 500.00 1,200.00
23年7月期 ―

23年7月期 
（予想） 500.00 ― 500.00 1,000.00

3.  平成23年7月期の連結業績予想（平成22年8月1日～平成23年7月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

1,560 △10.2 △5 ― △10 ― △50 ― ―

通期 5,154 5.5 767 32.0 754 33.0 328 10.0 3,044.37



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不安定な要素を含んでおります。実際の業績等は様々な要
因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年7月期1Q  107,740株 22年7月期  107,740株

② 期末自己株式数 23年7月期1Q  1,553株 22年7月期  942株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年7月期1Q  106,583株 22年7月期1Q  100,010株
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益や個人消費に回復の兆しがみられるもの

の、雇用情勢は依然として厳しい状況にあり、また、不安定な海外情勢や為替レートの急激な変動など

景気の先行きに対する不透明感を拭うことができない状況が継続しております。 

 医薬品業界におきましても、主力製品の特許切れや薬価改定、更には急激な円高の進展などが、収益

に影響を及ぼしており、製薬企業を中心としてＭ＆Ａや共同開発など収益確保のための競争が激化して

おります。 

 このような環境の中、当社グループが主要事業とするＳＭＯ（治験施設支援機関）市場におきまして

は、高品質な治験支援サービスを全国一律で提供できる体制や、様々な領域・多症例の治験が実施でき

る優良な施設の開拓や確保など、製薬企業の高度な要望に応えることがますます求められております。

ＳＭＯを専業とする当社グループは、こうした要望に対して様々な施策を実施するとともに、価格競

争にも耐えうる体制づくりに継続して取り組んでおります。 

 具体的には、事業子会社５社の統合が平成22年８月をもって完了したことにより経営の簡素化や間接

コストの軽減を目的とした体制整備を終えるとともに、継続的な組織体制や業務の見直しにより生産性

向上や原価低減に取組んでおります。 

 また、フェーズⅠ試験の価格下落に対応して、新たに大学病院と連携した治験専門病院と提携するこ

とにより、健常人を対象とした臨床試験のみならず、今後増加が見込まれる患者への早期臨床試験にも

対応できる体制を整えました。これにより、通常試験との差別化を図り、製薬企業に対して付加価値の

高い提案を行うことにより、受注拡大を図っております。 

 更に、近年増加傾向にある、がん領域をはじめとしたアンメット・メディカル・ニーズ（※）への対

応として、大学病院や大規模病院との提携を進めるなど、ＳＭＯ市場における当社グループの存在感を

高める努力を続けております。 

当第１四半期連結会計期間においては、前年同期比で売上高は増加しましたが、原価率の高い案件が

多数終了したこともあり、売上原価率は前年同期比で上昇しました。一方、子会社統合による間接コス

ト削減の効果もあり、前期に引続き販売費及び一般管理費が減少したため、営業損失は縮小しました。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間における業績は、売上高809百万円（前年同期比7.2％増）、

営業損失は55百万円（前年同期は86百万円の営業損失）、経常損失は53百万円（前年同期は86百万円の

経常損失）、四半期純損失は23百万円（前年同期は82百万円の四半期純損失）となりました。   

 （※）未だ満たされない医療上の必要性 

患者や医師から強く望まれているにもかかわらず、有効な既存薬や治療がないこと 

  

流動資産は、前連結会計年度末に比べて306百万円増加し、5,863百万円となりました。これは、受取

手形及び売掛金が206百万円減少したものの、現金及び預金が172百万円、仕掛品が205百万円増加した

ことなどによります。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて35百万円増加し、2,185百万円となりました。これは、のれ

んの償却が25百万円あったものの、その他無形固定資産が69百万円増加したことなどによります。 

 この結果、総資産合計は、前連結会計年度末に比べて342百万円増加し、8,049百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて471百万円増加し、3,860百万円となりました。これは、未払

法人税等が148百万円減少したものの、前受金が451百万円、賞与引当金が77百万円それぞれ増加したこ

となどによります。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて13百万円減少し、136百万円となりました。これは、長期借

入金が13百万円減少したことなどによります。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて457百万円増加し、3,996百万円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(資産)  

(負債)
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純資産合計は、前連結会計年度末に比べて115百万円減少し、4,053百万円となりました。これは、自

己株式が22百万円増加し、利益剰余金が76百万円減少したことなどによります。 

  

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という。）は、前連結会計年

度末に比べ272百万円増の2,301百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、260百万円の収入（前第１四半期連結累計期間 49百万円の

支出）となりました。これは、資金増加要因として前受金の増加額451百万円、売上債権の減少額206百

万円があったものの、資金減少要因として、たな卸資産の増加額205百万円、法人税等の支払額155百万

円があったことが主な要因であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、98百万円の収入（前第１四半期連結累計期間 67百万円の支

出）となりました。これは、定期預金の払戻による収入額100百万円が主な要因であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、86百万円の支出（前第１四半期連結累計期間 437百万円の

支出）となりました。これは配当金の支払額46百万円,自己株式の取得による支出額22百万円、長期借

入金の返済額14百万円が主な要因であります。 

  

当社グループはＳＭＯ事業を主な事業としておりますが、当該事業においては１年を超える期間の試

験が多く、売上計上方法については完成基準を採用しております。 

 当連結会計年度の連結業績予想作成に当たり、期間中に終了する試験の時期を見積もった結果、第３

四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に売上高の計上比重が高くなることを想定しておりま

す。 

 当第１四半期連結会計期間における業績は概ね計画通りに推移しており、現時点においては、平成22

年９月９日付「平成22年７月期決算短信」にて発表の第２四半期連結業績予想及び通期業績予想に変更

はありません。 

(純資産)

(キャッシュ・フローの状況の分析)

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日）を適用しております。これによる損益への影響はありません。 

企業結合等が当第１四半期連結会計期間に行われたことに伴い、当第１四半期連結会計期間より、

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準

及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を

適用しております。 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸

表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内

閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損

失」の科目で表示しております。 

 前第１四半期連結累計期間において、営業外費用の「雑損失」に含めて表示しておりました「自己

株式取得費用」は営業外費用の総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間では区分

掲記しております。なお、前第１四半期連結累計期間の営業外費用の「雑損失」に含まれる「自己株

式取得費用」は165千円であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①簡便な会計処理

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①会計処理基準に関する事項の変更

(資産除去債務に関する会計基準の適用)

(企業結合に関する会計基準等の適用)

②表示方法の変更

(四半期連結損益計算書)
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,313,676 2,141,275

受取手形及び売掛金 390,266 597,081

商品 302 2,060

仕掛品 2,706,314 2,500,686

繰延税金資産 157,099 122,758

その他 298,748 195,534

貸倒引当金 △2,471 △2,391

流動資産合計 5,863,937 5,557,006

固定資産   

有形固定資産   

建物 132,857 132,583

減価償却累計額 △66,593 △63,848

建物（純額） 66,264 68,735

その他 220,181 234,980

減価償却累計額 △181,968 △194,719

その他（純額） 38,213 40,260

有形固定資産合計 104,478 108,996

無形固定資産   

のれん 1,623,663 1,648,947

その他 163,182 93,309

無形固定資産合計 1,786,845 1,742,256

投資その他の資産   

投資有価証券 94,400 102,350

繰延税金資産 14,699 12,476

その他 191,268 190,501

貸倒引当金 △6,000 △6,000

投資その他の資産合計 294,367 299,327

固定資産合計 2,185,690 2,150,580

資産合計 8,049,628 7,707,586

㈱綜合臨床ホールディングス（2399）平成23年７月期 第１四半期決算短信

5



(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年７月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 15,610 7,586

短期借入金 17,542 18,848

未払法人税等 9,789 157,986

前受金 3,013,841 2,562,146

賞与引当金 156,079 78,492

受注損失引当金 127,538 101,185

その他 519,836 462,489

流動負債合計 3,860,240 3,388,734

固定負債   

長期借入金 116,960 130,366

その他 19,069 19,384

固定負債合計 136,029 149,751

負債合計 3,996,269 3,538,486

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,364,517 1,364,517

資本剰余金 1,658,366 1,658,366

利益剰余金 849,509 926,016

自己株式 △63,708 △40,710

株主資本合計 3,808,684 3,908,189

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △7,384 △2,669

評価・換算差額等合計 △7,384 △2,669

少数株主持分 252,057 263,579

純資産合計 4,053,358 4,169,100

負債純資産合計 8,049,628 7,707,586
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成22年10月31日) 

売上高 755,765 809,850

売上原価 453,302 537,341

売上総利益 302,463 272,509

販売費及び一般管理費 388,626 328,488

営業損失（△） △86,162 △55,978

営業外収益   

受取利息 1,234 524

受取配当金 － 2,400

雑収入 437 384

営業外収益合計 1,672 3,308

営業外費用   

支払利息 1,605 372

自己株式取得費用 － 151

雑損失 180 181

営業外費用合計 1,786 705

経常損失（△） △86,276 △53,375

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,419 －

投資有価証券売却益 － 286

その他 365 －

特別利益合計 2,784 286

特別損失   

事務所移転費用 6,899 －

事務所移転費用引当金繰入額 17,217 －

その他 14 －

特別損失合計 24,131 －

税金等調整前四半期純損失（△） △107,623 △53,088

法人税、住民税及び事業税 21,343 13,046

過年度法人税等 6,821 －

法人税等調整額 △50,017 △33,328

法人税等合計 △21,853 △20,282

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △32,806

少数株主損失（△） △3,290 △9,698

四半期純損失（△） △82,479 △23,107
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成22年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △107,623 △53,088

減価償却費 18,207 13,421

のれん償却額 25,283 25,283

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,819 80

賞与引当金の増減額（△は減少） 86,009 77,587

受注損失引当金の増減額（△は減少） 20,101 26,352

事務所移転費用引当金の増減額（△は減少） 17,217 －

受取利息及び受取配当金 △1,234 △2,924

支払利息 1,605 372

投資有価証券売却損益（△は益） － △286

固定資産除却損 14 －

売上債権の増減額（△は増加） 126,951 206,814

たな卸資産の増減額（△は増加） △335,051 △205,668

仕入債務の増減額（△は減少） 13,804 8,024

未収消費税等の増減額（△は増加） 5,366 －

未払消費税等の増減額（△は減少） △43,866 △17,980

前受金の増減額（△は減少） 194,231 451,695

その他 18,014 △116,186

小計 35,211 413,496

利息及び配当金の受取額 1,223 3,103

利息の支払額 △1,593 △372

リース解約損の支払額 △274 △262

法人税等の支払額 △85,215 △155,376

法人税等の還付額 815 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △49,832 260,588

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 100,000

有形固定資産の売却による収入 － 8,604

有形固定資産の取得による支出 － △2,699

無形固定資産の取得による支出 △3,129 △7,665

投資有価証券の売却による収入 2,000 －

敷金及び保証金の差入による支出 △67,161 △10

その他 293 92

投資活動によるキャッシュ・フロー △67,997 98,321

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △32,907 △14,712

自己株式の取得による支出 △314,115 △22,998

配当金の支払額 △76,705 △46,975

少数株主への配当金の支払額 △13,429 △1,824

財務活動によるキャッシュ・フロー △437,156 △86,509

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △554,986 272,401

現金及び現金同等物の期首残高 2,587,212 2,028,890

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,032,225 2,301,291
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該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

当社グループの報告セグメントは、当社グループを構成する単位のうち分離された財務情報が入手

可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対

象となっているものであります。 

当社グループは、治験を実施する医療機関に対して、ＣＲＣ業務、ＩＲＢ事務局業務及び治験事務

局業務を提供するＳＭＯ事業を中心に事業展開しており、「ＳＭＯ事業」のみを報告セグメントとし

ております。また、報告セグメントに含まれない「その他の事業」は、主に大規模臨床試験等を行っ

ております。 

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年８月１日 至 平成22年10月31日） 

当社グループの報告セグメントは、「ＳＭＯ事業」のみであり、「その他の事業」の重要性が乏し

いため、記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

（追加情報）

１ 報告セグメントの概要

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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